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｢お 萩 の水 地塚 ｣鴻サ ギ で y新 二な りま LJたし 争奪の腐 敷革 象は鹿演 者に と

声が か か ,) ,産生 方∴ 革衆生,均斉 々 .産放 生の方々 に ご無饗 を申 しあげて′俵

頗 しま した 衆鶴 を まか リ fitI) に-束 繊農 LJ終 って印執 務 へ待 っていった 蹄 ii

∫ 0東尾 らす,の凝 誌 ですか .ほ っと項6-)荷 を下ろ した患いで した .

このj経巌 の百喝 か -つに は感奮 と後 輩 のつ宙が lJを つげ,a車に あ り.鹿 茸

にば単一生々藩最後 の節 究威風である 李桑謝且 を公 げにする 肇にある の 首漆鑑

や にとし言及 され てお')ますD

令固定 ー争慶生の 万々ら首億 をカ､ソトL/､単騎翠 旨の紹 外 が主と な ソま U

たが ､今後 は争覇 の食叡鴎騰 諦 隼 を魯 せ薗 或 L/て ､よ ij内容 ¢ 葱東 をばかる

凍磨 慮 L)て頂 き たい と腰 います d

この発破 の発剣 に あたって は ,か fl リ摩周 かかか り克 度才及 机産巌 生の 牙

に ご厳密 なお顔 いをLJま した ことを王統ぐお乾 び申 し上げ-1･同時に ご寄附をj略

わ リま した 寮を密 <感言射~申 し上げま す｡おこが ま しい ことです が 一喝冬紫産

a)方 々か ら4度 羊頭 きたかった の てす企及 絡 A･うま<とれ手にそのま 上にな

tjま した 9 この番 に ついて L=来年度 の商 泉 客員の方 々か解 決 して 下さる こと

と思 いま すU

それ カ＼ら名蜜 ばで きるだ Il五感 を射 したっ 吐ijで すか _務鹿 或 いは ご厳重

4)際 にはノ研 究象まT-お知 らせ 下さい .

最後 にごの簸鮭が 日産_地理 学あの時に覇 に食 いませ ん で した ことをお詑び･

申 し上 げま すo

j締 象 季･鼻
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